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・労働者のメンタルヘルス不全の社会問題化
年間自殺統計は9年連続で3万人／中高年男性が高率

労働者の6割がストレスを感じている

（厚生労働省：平成14年 労働者健康状況調査）

・心の健康問題の多様化
うつ病、統合失調症、人格障害など

・労働衛生行政の様々な施策の実施をふまえた現状

労働者のメンタルヘルス状況が全体として改善傾向に至らない

職場復帰が円滑に進まず休職を繰り返すケースの増加

患者本人の希望に強く依存する復帰判断
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職場復帰事例において

主治医診断書病名と休職・復職状況を分析し、

職場復帰支援のマネジメント手法を検討する
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対象：心の健康問題による休業事例

方法：

①主治医、労働者双方から同意を取得

②休業期間・復職支援の対応困難感等について情報収集

③研究チームによるレトロスペクティブな操作的診断の
実施

④主治医診断書病名と研究チームによる

レトロスペクティブな操作的診断結果の比較、

双方の乖離について分析
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【事例１】 30歳 男性
診断書病名 うつ病
研究チームの見解 うつ病

【事例１】 30歳 男性
診断書病名 うつ病
研究チームの見解 うつ病

採用12年目に入り、責任者の立場
となり、プレッシャーから体調を崩
すことが続いていた。自ら健康管理
室を訪れ、保健師に相談。

ある年の4月

産業医本 人・上司

相談

抑うつ気分、意欲減退、自律神経症状を認めた。
職場での責任の重さがプレッシャーとなっていると

産業医本 人 保健師

体調不良で受診した内科医の言葉がきっかけで相談

面談

相談を受けた保健師は、産業医の病状把握が必要と判断

医療機関受診、薬物療法開始と同時に4週間の自宅療養

本 人

完全復職

外部主治医

本 人 健康管理室

病状把握

受診

産業医
準備

職場・上司

本 人 健康管理室

病状把握

上 司

フォロー

段階的に職場復帰1ヵ月後

1年後
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産業医本 人

相談

入院を勧めたが、本人は拒否。内部診療所での治療を開始。
しばしば、相談の予約日に来室しないことがあった。

産業医本 人 上 司

引きこもりのような状態を心配した上司が相談。

面談

本 人 産業医 上 司

上司と面談とメールを併用しながら連携し、本人に対して心理
的に介入。

本 人

段階的に職場復帰。

外部主治医
入院

介入 連携

相談室にも来室せず、生活リズムも乱れて欠勤することも
多い旨の連絡があり、上司と相談しながら休職も含めて今後
の方針を検討。

相談
上 司本 人 産業医

家族にも相談に加わってもらい、病休として、入院治療する
こととなった。

4年8ヶ月目現在、生活リズムが乱れることもありながら、
仕事をこなしている状態。

ある年の4月

3年後

4年後

【事例２】 ４３歳 男 性
診断書病名 心因反応

自律神経失調症

研究チームの見解 うつ病

【事例２】 ４３歳 男 性
診断書病名 心因反応

自律神経失調症

研究チームの見解 うつ病

採用13年目メールで「しばらく休み
ます」とだけあって以来、出勤しなく
なった。6年前に精神科通院歴あり。
1年前に失恋した。上司から医務室
に相談された。（当時39歳）
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本 人 上 司

欠勤が多いことを心配した上司が病院を受診するよう指示。

本人、父親、上司が外部主治医と相談し、3か月休職すること
となった。

本 人

退院後、段階的に職場復帰。その後も、6年4ヵ月目から
３ヵ月、7年3ヶ月目から1ヵ月入院し、復職と入院を繰り返す。

外部主治医
入院

本人、上司、家族とも面談をしていたが、2年9月ヵ月目より、
2ヵ月間休職した後、復職したが、その1年後より休みがちに
なった。

段階的に職場復帰。

7年6ヶ月目より段階的に復職し、8年4ヶ月目には標準
勤務も可能となった。

指示

本 人 外部主治医
受診

症状改善せず。

本 人 産業医 上 司
面談 連携

本 人 外部主治医 上 司
面談 面談

ほとんど出勤しなくなり、病院を受診した際に入院となった。

ある年の12月

2～3年後

4年後

6～8年後

5年後

【事例３】 ３２歳 男 性
診断書病名 精神衰弱

分裂病
統合失調症

研究チームの見解

統合失調症

【事例３】 ３２歳 男 性
診断書病名 精神衰弱

分裂病
統合失調症

研究チームの見解

統合失調症

採用5年目頃より微熱、頭痛を訴え
始めた。仕事でストレスがかかると
月1,2回休むようになった。約1年後
休みがちであることを心配した上司
が病院を受診するよう勧めた。（当
時23歳）
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